
　　　　

2026 年 4 月 1 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

①親子行事　入園始業式（親の会総会）・親子レクレーション
・親子スポーツ大会・卒園式・保育参観（年３回程度）
②園行事　　お花見・七夕・夏祭り・ハロウィーン・クリスマス・豆まき
・ひな祭り・お別れ会・誕生会（毎月）・食育（おやつ作り）
③その他　　避難訓練・内科健診・歯科検診

職員の質の向上

◆外部での各種研修会への参加。内部研修の実施。学校公開への参加。
◆支援会議、ケース会議、クラス会議の実施。

主な行事等

サービス提供時間
月～金曜日　 8:00～17:00
土曜日・支援会議日　 8:00～15:00

月～金曜日　9:30～15:30
土曜日・支援会議日　9:30～13:30
土曜日行事の際　9:30～12:00

バス送迎の有無
送迎バス運行
上山及び山形市内数か所バス停

家族支援

◆ご家族の子育てに関する困りごとに対し相談援助を行います。また、お子様を取り巻くご家族や兄弟姉妹についても、随時相談を受け付けています。
・保護者懇談会・保護者研修会・個別面談等の実施
◆兄弟支援イベントを開催いたします。（事業内で遊びの会を企画し、兄弟同士での交流を図ります。）

移行支援

◆ライフステージの切り替えを見据えて将来的な移行に向け、準備のための支援を行います。(就学研修会の実施等）
◆併用先である保育園等との連携を密にし、お子様の状況や支援内容の共有を行います。
◆インクルージョンに向けて取り組み（公共の遊戯施設や公園を積極的に活用・地域の方々にご協力をいただき、野菜の収穫体験やお仕事見学などの活動を実施）
◆保育所等訪問支援の実施（保育園等に訪問し、対象となるお子様が集団生活に適応するための支援）

地域支援・地域連携

◆必要に応じ、医療、福祉、教育、相談支援事業所等の関係機関との連携を
行っています。
◆他事業所からの見学や実習を受け入れ、情報共有を行っています。
◆上山市地域自立支援協議会への参加。 意思決定支援

◆こどもの意見の尊重と最善の利益の優先考慮の下で、個別支援計画の作
成や個別支援会議の実施、支援の提供を行います。
・豊かな経験を通し選択肢と選択の機会を提供します。
・個々の形成された意思が、言葉やそれ以外の方法で表出されるように工
夫した支援を行います。
・自分の関心や好き嫌いを自由に表現できる関係性を構築することに努め
ます。

支　援　内　容

本
人
支
援

◆生活リズムを整え、健康な心と体を育てるとともに、基本的な生活スキルを獲得できるように支援します。
・発達段階にあった環境の中で、食事、排泄、着脱、身支度などの基本的生活習慣が形成できるよう、スモールステップでの支援を行います。
・睡眠や食事などの様子についてご家庭と情報を共有し、快適に生活できるように一緒に考えていきます。
・温かい手作りの給食を提供しております。偏食については、お子様の状況に合わせながら無理のないように支援します。

◆日常生活に必要な姿勢や運動、動作の向上のための支援を行い、保有する視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう、遊びを通して支援します。
・サーキット活動やトランポリンなどさまざまな運動遊びを通し、体の動かし方や運動の楽しさを感じるとともに、粗大運動面の発達と感覚統合を促していきます。
・ブロック遊びや洗濯ばさみ遊び、ペグさしやビーズ通しなどの微細運動を通し、目と手の協応運動を促していきます。
・水や砂、粘土やスライム、絵の具や楽器などを使った感覚遊びを通し、五感を育み想像力を養います。

◆自分に入ってくる情報を適切に処理し、行動につなげていけるように支援します。また、色や形の違いに気づくことや、大きさや数、空間、時間等の概念が習得していけるように支援し
ます。
・小集団活動の中で視覚、聴覚、触覚を十分に活用した遊びを工夫し、「できた。」「楽しい。」「もっとやりたい。」という成功体験を積めるように支援します。
・写真やカード、文字を用いて情報を見える化し、自ら見通しを持って生活できるように支援します。
・大小、数、時間、文字などの概念を形成し、生活に活かせる力を育てます。

◆言語や自発的な発声、指差し身振りサイン等を用い、意思の伝達ができるように支援します。また、人との相互作用によるコミュニケーション能力の向上のための支援を行います。
・一人一人の表現方法を受け止め応答する事で、伝わる喜びややり取りの楽しさを伝えます。
・具体的な物や体験したこと、感情の変化を言語化して伝える事で、自発的は発声や言語の形成、表出につなげます。
・「聞く場面」「話す場面」等を理解し、状況に合わせてコミュニケーションが行えるように支援します。

◆身近な人との親密な関係を築き、その信頼関係を基盤として、周囲の人と安定した関係を形成するための支援を行います。また、遊びを通し、社会性の発達を促し、集団活動に参加でき
るように支援します。
・安心できる大人との関係性を作る事で、穏やかに過ごすことができ、周囲の状況に気づいたり、自己肯定感を育むことができるように支援します。
・お友達を意識し、模倣やごっこ遊び、ルールのある協同遊びを通し、社会性の発達を支援します。
・小集団活動を通し、お友達と一緒に遊ぶ事の楽しさや、小さなルールを守っていくことの大切さを伝えます。

法人理念
地域社会の委託に応え、地域社会で求められる社会福祉領域に参加し、地域社会で弱い立場で生活する人たちと連帯し共生して相互に人間形成と社会参加を支援し、ともに連帯して豊かな
社会形成を目的とする。

支援方針

①生活リズムを整え、毎日元気に登園できるように（基本的生活習慣の獲得）
②自分でやってみようという気持ちが育つように（自主性を育てる）
③人とのかかわりを喜び、のびのびと遊べるように（コミュニケーションや運動機能面での育ち）

営業時間

事業所名 児童発達支援センター 山形ひかり学園 支援プログラム 作成日


